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第 ２ ６ ５ 号
発行所 金光寺
宮崎県西臼杵郡
五ヶ瀬町大字鞍岡
５９２７番地
☎ ０９８２
８３－２３３８

私たち凡夫は自らの力で往生の種を作るこ
ぼん ぶ

とはできず、あらゆるものの救済を誓われた

阿弥陀さまのご本願により、われも人も救わ

れていくというこを述べられたことばです。

阿弥陀さまは、煩悩にまみれた凡夫である
ぼんのう

この私をなんとしても救いたいと、立ち上がっ

てくださいました。そして、「必ず救う。ま

かせてくれよ」と、南無阿弥陀仏のお念仏と

なって喚び続けてくださっています。曽我先
よ

生が強調されていた、「私たちは阿弥陀さま

に願われたいのちを生きている」とは、阿弥

陀さまのご本願を聞き、阿弥陀さまを中心と

した生活をさせていただくということにほか

なりません。

日々の暮らしのなかでなにか嬉しいことが
うれ

あったとき、お仏壇で阿弥陀さまにご報告す

れば、「私も一緒に喜んでいますよ」と阿弥

陀さまも一緒に喜んでくださいます。「こん

な辛いことがあったのに、この悲しみを誰も
つら

わかってくれません」とご相談すれば、「私

はあなたの悲しみをわかっておりますよ」と

一緒に泣いてくださいます。いつでもどこで

も、南無阿弥陀仏というお念仏を通して阿弥

陀さまからの「いつでも一緒ですよ」という

お慈悲の声が、この私に届き続けてくださっ
じ ひ

ています。

「願われたいのちを生きる」ということは、

「我もたすかり人もたすかる」というその阿

弥陀さまのご本願を、人生を通して仰ぎ続け、
あお

たとえこの身が老いや病によってどのように

なろうとも、私は阿弥陀さまのお救いのなか

にあるのだと、感謝の内にお念仏申して生き

ていくことをいうのでしょう。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ 今年もきれいに咲いていました 鮎川家の蓮 （８月３日撮影）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ら
ん
ま
ん
」
を
毎
日
楽
し
く
見

て
い
ま
す
。
最
初
は
「
主
人
公
が

男
性
っ
て
あ
り
な
の
？
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が,

、
そ
ん
な
偏
見
、

こ
の
時
代
、
い
や
、
い
つ
の
時
代

で
も
だ
め
で
す
ね
。
で
も
今
ま
で

は
女
性
が
主
人
公
で
し
た
の
で
そ

う
思
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

出
演
し
て
い
る
キ
ャ
ス
ト
も
多
士

済
々
で
、
東
京
大
学
の
学
生
に
は

癒
さ
れ
ま
し
た
▼
と
い
い
な
が
ら
、

私
に
と
っ
て
出
演
者
イ
チ
オ
シ
は

浜
辺
美
波
ち
ゃ
ん
で
す
。
彼
女
の

笑
顔
が
大
好
き
で
、
デ
レ
デ
レ
し

な
が
ら
見
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

我
が
子
「
園
ち
ゃ
ん
」
が
亡
く
な
っ

た
後
、
二
日
間
（
？
）
の
放
送
は

笑
顔
が
見
れ
ず
残
念
で
し
た
。
九

月
末
ま
で
の
放
送
で
す
が
今
後
の

展
開
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
▼

こ
の
番
組
で
教
え
て
も
ら
っ
た
大

事
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
雑
草
と
い
う
名
の
草
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
。
草
引
き
を
し
な
が

ら
「
な
ん
で
雑
草
は
次
か
ら
次
に

こ
ん
な
に
生
え
て
く
る
の
」
と
思
っ

て
い
た
私
、
反
省
さ
せ
ら
れ
た
こ

と
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
草
引
き

は
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
雑
草
」

と
思
わ
ず
に
作
業
を
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。
八
月
九
日
、
台
風
六
号

の
風
雨
を
見
な
が
ら
記
す
。

テ
へ
ヘ
…
。
（
住
職

松
井
卓
郎
）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ ８月
２４日 （終日）

◎ ９月
７日 （終日）

１８日 （終日）
２３日 （午前）

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

URL https://konkouji.jp/

８月９日現在アクセス数 146,368人

一

日

由
良
田
信
久
様

五
・
七
日
忌

山
本
悦
子
様

一
周
忌

二

日

西
田
今
朝
一
様

満
中
陰
・
納
骨

三

日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

月
忌

四

日

竹
森

満
様

十
三
回
忌

五

日

田
中
ヒ
サ
エ
様

二
十
五
回
忌

六

日

田
中
義
雄
様

三
・
七
日
忌

興
梠
恒
文
様

満
中
陰
・
納
骨

八

日

由
良
田
信
久
様

六
・
七
日
忌

森
田
フ
ジ
エ
様

十
三
回
忌

岩
野
カ
ズ
ネ
様

五
十
回
忌

野
田
浪
子
様

納
骨
坊
守

九

日

松
永

泉
様

二
十
五
回
忌

十

日

山
門
・
本
堂
内
陣
文
化
財
調
査

十
一
日

内
陣
右
・
左
余
間
壁

（
三
方
）
金
紙
貼
り

巻
障
子
紗
張
替
え
持
ち
帰
り

十
三
日

田
中
義
雄
様

四
・
七
日
忌

十
六
日

尾
前
ユ
キ
ノ
様

十
七
回
忌

水
田
敏
秋
様

通
夜

十
七
日

水
田
敏
秋
様

葬
儀
、
火
葬

水
田
敏
秋
様

初
・
七
日
忌

十
八
日

当
山
前
住
職
釋
依
章

月
忌

永
野
ツ
タ
エ
様

臨
終
勤
行

十
九
日

永
野
ツ
タ
エ
様

通
夜

二
十
日

田
中
義
雄
様

五
・
七
日
忌

永
野
ツ
タ
エ
様

葬
儀
、
火
葬

永
野
ツ
タ
エ
様

還
骨

永
野
ツ
タ
エ
様

初
・
七
日
忌

二
十
一
日

永
野
ツ
タ
エ
様

礼
参
り

二
十
二
日

市
村
住
義
様

一
周
忌

二
十
三
日

梅
田
今
朝
晴
様

十
三
回
忌

黒
木
為
義
様

十
三
回
忌

二
十
四
日

永
野
ツ
タ
エ
様

初
・
七
日
忌

田
中
光
徳
様

三
回
忌

田
中
美
智
子
様

十
三
回
忌

二
十
五
日

渡
邊
ハ
マ
子
様

十
三
回
忌

二
十
七
日

田
中
義
雄
様

六
・
七
日
忌

十
四
区
寺
報
配
布

二
十
八
日

第
二
回
宮
崎
教
区
組
長
会

二
十
九
日

藤
本
あ
か
り
様

中
陰

三
十
一
日

松
岡
春
子
様

三
回
忌

金
光
寺
の
ひ
と
月

鞍岡・７月の天候 （アメダス）
最 低 気 温・１６．７℃（ ６日）

最 高 気 温・３３．６℃（ ６日）

夏 日 日 数・ １５日/３１日

真夏日日数・ ４日/３１日

月間総雨量・320.5mm(降雨日数・16日)

一日最大雨量・１７９．５mm（３日）
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